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	VECにおける塩ビリサイクルの主な取組について
	2020年7月15日
	塩ビ工業・環境協会
	・循環経済化の重要性が謳われるようになった今日、リサイクルの推進は重要な課題です。日本では、VECが早くから、個別の塩ビ製品のリサイクル支援を中心に、技術支援やリサイクル業者のリスト公表等のリサイクル推進策に取り組んできました。
	・実際、VECでは1998年設立の時からリサイクル推進が中心課題であり、　　
	　　塩ビ管に係るリサイクルシステムづくりへの支援、
	　　ケミカルリサイクルの推進、
	リサイクルビジョンの設定とリサイクル支援制度の実施
	などに取り組んできました。
	うまく行ったものも行かなかったものもありますが、総じてVECは積極的にリサイクルシステムの整備に取り組んできたと言えると思います。
	・VECが最近個別分野において注目しているのは樹脂窓です。樹脂窓はまさに温暖化防止と省エネ化などSDGsへの貢献の方向性に沿った、断熱性と結露防止性に優れた商品であり、樹脂窓枠向け塩ビ需要は3万トン程度ですが近年着実に増えています。これらの廃棄物が排出される時期も徐々に迫っており、これに対してきちんとした回収リサイクルシステムを構築することが大事な課題の一つです。
	・もう一つ、萌芽的技術の支援も重視しています。2007年にリサイクルビジョンを公表し、リサイクル支援制度を立ち上げたVECはこれまで9つの技術を支援して、２つは既に実用化あるいはそれに近い段階まで進んでいます。最近のリサイクルが複雑になってきたことも踏まえ、技術支援の対象拡大が必要と判断し、今後は基礎技術なども対象とする方向を本日の理事会で採択いたしました。今後、是非興味深い案件を開拓していきたいと考えております。
	・VECは今後も日本らしい、リサイクルシステムの推進に取り組んでまいります。
	１． 我が国における塩ビ産業界の取り組み
	① 早くからリサイクル推進に積極的に取り組んできたVEC
	　わが国塩ビ業界は、1998年にVECを設立させ、早くから塩ビパイプ・農業用ビニルなど、様々な塩ビ製品のリサイクルの本格的支援に取り組んでまいりました。VEC初年度の事業報告を見ると、マテリアルリサイクル支援に加え、高炉原料化、セメントの原燃料化などのケミカルリサイクルにも当時から注力しています。また、廃棄物処理業者などを調査し、優良施設や今後の処理システムの検討を行っています。また2007年には、リサイクル・ビジョン（別添参考1ご参照）を定め、「塩ビ製品がマテリアルリサイクルに優れた素材であること」、「塩ビ産業界が塩ビ製品リサイクルを推進すること」などリサイクルについての考え方や方針をとりまとめるとともに、同年9月には「塩ビリサイクル支援制度」を創設しました。これは、塩ビリサイクルに関する技術の開発やリサイクルシステムの構築等、関係企業・団体による先進的な取組を協賛することによって、塩ビリサイクルの一層の進展を図ることを目的とし、協賛対象費用の50％までを支援するものです。これまでの支援対象テーマ等を別添表２に掲載しています。
	２．主な支援成果
	　　①　塩ビパイプのリサイクルシステムの成功
	VECでは、塩ビ管・継手協会のリサイクルシステム構築を1998年の構築開始時から支援してきましたが、このシステムは現在全国80拠点以上で、年間約2万トンの使用済みパイプの受入れを行うまでに成長いたしました。現在受け入れられた廃パイプは、マテリアルリサイクルに供されています。また同協会では、リサイクルパイプ用の3層管のJISならびに単層管の同協会規格を制定して、リサイクルパイプの普及に努めています。
	/
	② リサイクル支援制度
	また、リサイクル支援制度を通じた技術・システムの支援が、その後の発展につながった事例もあります。別添表２に「リサイクル支援制度協賛案件一覧」、また別添表３に「我が国での分野別の塩ビリサイクル技術」を記しましたが、セメント用燃料化のための脱塩素技術、壁紙のリサイクル技術などで、VECのリサイクル支援制度に関連ある成果が得られています。
	　
	例えばVECのリサイクル支援の対象であったアールインバーサテックの叩解法は、高速回転の刃で壁紙などを部材別に分離する独自性の高い技術として、（株）エコロで事業化に成功し、壁紙から塩ビ樹脂と紙が分離され、それぞれルーフィングや猫砂用材料として活用されています。
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	　（別添参考４）　欧州の塩ビ産業界によるリサイクルの推進状況
	　
	① 欧州の場合、日本の4倍程度の400万トンの塩ビ市場が存在していますが、欧州塩ビ業界は欧州委員会とも連携し、2025年までにリサイクル90万トン、2030年までに100万トンという自主目標を立て、2019年実績は77万1,313トン(対前年比4.3%増)と、着実に目標達成に邁進しています。これによるCO2排出削減は150万トンに達します。
	　/
	② また、欧州の場合、塩ビ製品のリサイクルの中でも特に樹脂窓枠(36万3,173トン、全体の47%)の比率が大きいことが特徴です(但し、欧州ではサプライチェーン構造の違いから、国内では工場内処理のため統計に上がらない工場端材(ドイツでは全体の約6割)が含まれていることには注意が必要です)。窓枠に次いで、軟質塩ビ(17万42トン、屋根材・床材・ターポリン(テント生地)・フィルムなど)、電線被覆材、管・継手といった分野でリサイクルが行われています。
	③ なお、欧米の取組手法を検討するにあたっては、それぞれの地域の実情の違いをよく考えねばなりません。例えば、欧州の樹脂窓、米国のサイディングのように、単一用途に大きな需要があるような分野では、再生用途も見つかりやすく回収・リサイクルも容易となります。さらに、欧州の樹脂窓の場合、台風のような過酷な環境が少なく接着剤が不要である分リサイクルが技術的に容易である、あるいは(日本では内部取引扱いされる)工場端材の取引でも欧州では市場に見える形でカウントされる等、欧州域内だからこそ得られる有利な条件が多くあります。

